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終章　職業リハビリテーションにおける
家族支援プログラム

高次脳機能障害を有する者が職業生活を継続していくためには、専門機関の支援、事業所の配慮の外、

家族の協力が不可欠であり、家族が本人の障害状況を理解し、本人を支えていくことが重要である。そ

のため、職業リハビリテーション機関が本人支援だけでなく、家族への障害理解を深める支援を行うこ

とは、重要な役割といえる。

本研究では、地域障害者職業センター、障害者職業総合センターに来所した、高次脳機能障害を有す

る者とその家族に、本人の障害認識や家族の障害理解を深める支援を行い、その方法については、「職

業リハビリテーションにおける支援の段階」に、本人の障害認識や家族の障害理解の深まりについては、

「職業リハビリテーションにおける障害認識、障害理解の過程」に整理し、考察した。

そこで、終章では、これらの結果を基に、高次脳機能障害を有する者の家族支援の方法、効果につい

て検討し、高次脳機能障害を有する者とその家族の支援についてまとめることとする。

第１節　高次脳機能障害者の家族支援について

１　職業リハビリテーションにおける家族支援の方法について

表３－１では、従来から行われている本人等への支援方法である「職業リハビリテーションプログラ

ム」を整理し、加えて、本研究における前章までの結果を基に、家族への支援方法である「家族支援プ

ログラム」について提案した。

「職業リハビリテーションプログラム」では、インテークから就職後までの職業リハビリテーション

の流れについて、「相談・評価」「雇用前／復職前支援」「雇用後／復職後支援」という３段階とし、そ

れを「支援の段階」として考えた。サービス名及びサービス内容には、各支援の段階で、地域センター

等により提供される既存のサービスを示した。本人及び事業所には、本人、事業所に対して支援者が実

施する内容を示した。通常、職業リハビリテーションは、このような流れで行われている。

「家族支援プログラム」は、本研究の結果から整理した試案である。「支援の段階」は、「情報収集」

「課題把握・調整」「目標と課題の共有化」「本格的支援の実施」とし、「本格的支援の実施」では、各段

階における実施内容の違いから、さらに三段階に分けた。「支援内容」は３段に分かれており、上段は、

各支援の段階における大きなねらいを、中段は、各支援の段階で求められている実施内容を、下段には

中段の実施内容の詳細を示した。「職業リハビリテーションにおける本人の障害認識、家族の障害理解

の過程」は、それぞれの支援の段階において、本人の障害認識、家族の障害理解を深めることが望まし

いと考えられる項目を挙げた。「情報収集」の段階では、①知識として障害を知ってもらうこと、「課題
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表
３
－
１
　
家
族
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

サ
ー
ビ
ス
名
 

事
業
所
 

本
人
 

サ
ー
ビ
ス
内
容
 

支
援
の
段
階
 

支
援
内
容
 

職 業 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム  家 族 支 援 プ ロ グ ラ ム  

職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
に
お
け

る
本
人
の
障
害

認
識
、家
族
の
障

害
理
解
の
過
程
 

家
族
へ
の
 

働
き
か
け
 

段
階
 

職
業
相
談
 

職
業
準
備
支
援
事
業
 

職
務
試
行
法
 

 職
場
復
帰
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

就
職
活
動
等
に
関
す
る
相
談
を
行
う
 

模
擬
的
な
会
社
で
、
作
業
等
を
通
し
て
、
就
職
に
必
要
な
労
働
習
慣
を
身
に
つ
け
る
 

一
般
事
業
所
の
場
を
活
用
し
、
体
験
的
な
実
習
を
行
う
 

就
職
前
、
後
に
、
職
場
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
適
応
の
た
め
に
、
職
場
で
支
援
を
行
う
 

休
職
中
の
高
次
脳
機
能
障
害
者
へ
、
復
職
に
向
け
て
の
支
援
を
行
う
 

JC
支
援
事
業
 

雇
用
後
支
援
 

雇
用
前
／
復
職
前
支
援
 

作
業
結
果
、
障
害
特
性
に
つ
い
て
説

明
し
、
障
害
理
解
を
促
す
作
業
結
果

を
基
に
想
定
し
う
る
職
務
内
容
を
伝

え
、
事
業
所
か
ら
、
職
場
で
の
具
体

的
職
務
を
提
案
し
て
も
ら
う
 

把
握
し
た
課
題
の
説
明
と
今
後
の
目

標
を
確
認
し
、
本
人
、
家
族
、
事
業

所
、セ
ン
タ
ー
間
で
情
報
を
共
有
化
す

る
 

③
評
価
結
果
か
ら
、
本
人
の
課
題

を
理
解
す
る
 

④
今
後
の
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
目
的
を
理
解
す
る
 

日
常
生
活
上
の
障
害
（
課
題
）
等
に

つ
い
て
聴
き
、障
害
理
解
を
確
認
す
る
 

日
常
生
活
上
の
行
動
や
作
業
上
に

現
れ
る
エ
ラ
ー
と
高
次
脳
機
能
障
害

を
関
連
さ
せ
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
 

把
握
し
た
課
題
と
今
後
の
目
標
に
つ

い
て
同
意
を
得
る
 

相
談
・
評
価
・
訓
練
等
を
行
い
、

本
人
の
状
況
と
課
題
を
把
握
し
、

今
後
の
方
向
性
の
た
め
の
調
整
を

行
う
 

②
日
常
生
活
と
作
業
を
結
び
付
け

て
障
害
を
知
る
 

本
人
の
作
業
場
面
に
同
席
す
る
、

も
し
く
は
、
電
話
で
本
人
の
帰
宅

後
の
状
況
や
作
業
場
面
の
様
子
等

を
確
認
、
連
絡
す
る
 

本
人
・
家
族
・
事
業
所
か
ら
初
期

段
階
の
情
報
を
得
る（
資
料
参
照
） 

受
障
前
後
の
変
化
を
確
認
す
る
 

①
知
識
と
し
て
障
害
を
知
る
 

（
②
日
常
生
活
と
作
業
を
結
び
付

け
て
障
害
を
知
る
）
 

日
常
生
活
上
の
障
害
（
課
題
）
等

に
つ
い
て
聴
き
、
障
害
理
解
を
確

認
す
る
 

本
人
の
作
業
場
面
に
同
席
し
、
現

状
を
把
握
す
る
 

補
完
手
段
の
活
用
に
よ
り
、
本
人

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
過
程
を
見

て
も
ら
う
 

職
務
を
提
案
し
て
も
ら
う
。
提
案
さ
れ
た
職
務
の
課
題
分
析
を
行
い
、

本
人
の
実
施
可
能
性
を
検
討
す
る
 

事
業
所
の
障
害
理
解
の
状
況
を
確
認
す
る
 

本
人
と
職
務
の
適
応
可
能
性
を
把
握
す
る
 

連
絡
調
整
を
行
う
 

評
価
結
果
や
復
職
後
の
職
務
を
基

に
、作
業
を
選
定
し
、訓
練
を
行
う
 

相
談
で
、
障
害
の
認
識
、
理
解
を

確
認
す
る
 

日
常
生
活
上
の
障
害
（
課
題
）
等

に
つ
い
て
聴
き
、
障
害
理
解
を
確

認
す
る
 

補
完
手
段
の
定
着
等
の
た
め
に
必

要
な
課
題
を
家
族
に
提
示
し
、
本

人
支
援
の
た
め
の
協
力
を
求
め
る
 

実
際
の
職
務
と
し
て
想
定
し
た
作

業
や
現
場
で
の
実
習
を
行
う
相
談

で
、
障
害
の
認
識
、
理
解
を
確
認

す
る
 

日
常
生
活
上
の
障
害
（
課
題
）
等

に
つ
い
て
聴
き
、
障
害
理
解
を
確

認
す
る
 

補
完
手
段
の
定
着
等
の
た
め
の
支

援
が
家
庭
で
自
発
的
に
行
わ
れ
て

い
る
か
確
認
す
る
 

新
た
に
生
じ
た
課
題
を
確
認
す
る
 

就
職
後
の
状
況
確
認
を
行
う
相
談
で
、
障

害
の
認
識
、
理
解
を
確
認
す
る
 

日
常
生
活
上
の
障
害
（
課
題
）
等
に
つ
い

て
聴
き
、
障
害
理
解
を
確
認
す
る
 

就
職
後
の
適
応
状
況
等
に
つ
い
て
確
認
す
る

新
た
に
生
じ
た
課
題
を
確
認
す
る
 

日
常
生
活
上
の
障
害
（
課
題
）
等
に
つ
い
て
聴
き
、
障
害
認
識
を
確
認

す
る
 

結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
適
宜
行
う
 

補
完
手
段
を
活
用
し
、
日
常
生
活
で
も
使
用
す
る
よ
う
に
伝
え
る
 

提
案
さ
れ
た
職
務
の
遂
行
可
能
性
を
説
明

す
る
職
場
で
の
予
測
さ
れ
る
障
害
の
現
れ

と
そ
の
対
処
方
法
を
説
明
す
る
事
業
所
の

障
害
理
解
の
状
況
を
確
認
す
る
 

本
人
の
就
労
状
況
を
把
握
す
る
 

補
完
手
段
の
活
用
状
況
、
般
化
状
況
を
確

認
し
、
必
要
に
応
じ
て
改
善
を
図
る
 

復
職
後
の
所
属
・
職
務
に
関
す
る
情
 

報
に
つ
い
て
聴
く
 

職
業
評
価
・
相
談
 

日
常
生
活
上
の
障
害
（
課
題
）
等
に
つ
い
て
聴
き
、
障
害
認
識
を
確
認
す
る
 

基
礎
的
な
評
価
（
神
経
心
理
学
的
検
査
、
作
業
等
）
を
行
う
 

必
要
に
応
じ
て
補
完
手
段
を
提
示
し
、
活
用
し
て
も
ら
う
 

作
業
結
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
 

把
握
し
た
課
題
と
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
説
明
、
同
意
を
得
る
 

就
職
に
向
け
て
の
課
題
や
状
況
を
整
理
す
る
 

今
後
の
方
向
性
の
相
談
を
す
る
 

相
談
・
評
価
 

目
標
と
課
題
の
共
有
化
 

情
報
収
集
 

課
題
把
握
・
調
整
 

本
格
的
支
援
の
実
施
 

障
害
認
識
の
評
価（
家
族
同
席
） 

基
礎
的
評
価
の
実
施（
家
族
同
席
） 

作
業
実
施
に
よ
る
特
性
把
握
 

補
完
手
段
の
検
討
 

今
後
の
支
援
の
見
通
し
の
把
握
 

障
害
認
識
の
評
価
（
家
族
同
席
）
 

評
価
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク（
家
族
 

同
席
）
 

目
標
と
課
題
の
確
認
（
家
族
同
席
）
 障
害
認
識
の
評
価
（
家
族
同
席
）
 

職
業
前
訓
練
等
の
実
施
評
価
、
 

訓
練
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク（
家
族
 

同
席
）
 

障
害
認
識
の
評
価
（
家
族
同
席
）
 

職
業
前
訓
練
等
の
実
施
評
価
、
 

訓
練
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク（
家
族
 

同
席
）
 

障
害
認
識
の
評
価（
家
族
同
席
） 

就
職
後
の
適
応
状
況
の
確
認
 

体
験
的
教
育
 

指
示
的
介
入
 

自
発
的
介
入
 

⑤
適
切
な
補
完
手
段
を
活
用
（
選
択
、
支
援
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
 

⑥
障
害
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
（
障
害
を
客
観
的
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
 

⑦
障
害
を
周
囲
の
者
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
 

⑧
補
完
手
段
を
他
の
場
面
や
よ
り
よ
い
方
法
に
工
夫
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
 

Ⅰ
 

Ⅱ
 

Ⅲ
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把握・調整」の段階では、②日常生活と作業を結び付けて障害を知ること、「目標と課題の共有化」の

段階では、③評価結果から、課題を理解する、④今後の職業リハビリテーションの目的を理解すること

を目標として整理した。また、「本格的支援の実施」の段階では、⑤適切な補完手段を活用（選択、支

援）することができる、⑥障害を受け入れることができる（障害を客観的に観察することができる）、

⑦障害を周囲の者に説明することができる、⑧補完手段を他の場面やよりよい方法に工夫して活用する

ことができることを目標として整理した。これら①～⑧までの項目は、本人、家族に共通した項目とし

て整理したが、⑥、⑦については、家族の目標をかっこ内として整理した。

「情報収集」「課題把握・調整」「目標と課題の共有化」の段階は、家族の「知識教育（体験的教育）」

の段階として位置づけ、家族の障害理解を深めるために重要である。この段階では、家族には、相談、

作業、結果等のフィードバック等様々な場面への同席を求めていく。このように、家族が本人の作業等

の体験を、本人と共有し、高次脳機能障害についての知識を蓄積していくことから、この知識教育を体

験的教育とした。

また、「情報収集」の段階では、まずインテークを行う。インテークでは、巻末の資料として挙げた

「インテーク票」を用いて、高次脳機能障害に関する情報収集を行った。「インテーク票」の項目は、

「１　障害の状況について」「２　高次脳機能障害の知識について」「３　社会資源の活用状況について」

「４　今後について」という４つの内容からなる。４つの内容には13の下位項目があり、障害の発生状

況、リハビリテーションの状況、受障前後の変化、現在の課題、就職についての考え方等具体的な質問

内容を設定した。

「情報収集」「課題把握・調整」では、インテーク面接で情報を得た後、神経心理学的検査や作業評

価を行っていく。「目標と課題の共有化」では、実施した作業結果等のフィードバックを行い、今後の

支援目標や課題について、本人、家族、支援者が共有する。各段階で重要なことは、作業やフィードバ

ックの場面に家族が同席することである。家族の同席により、作業の遂行状況を家族が知り、補完手段

等の使用により作業の正確性が向上する場面を、家族も本人と共に体験することができる。このような

成功体験の蓄積が、家族の障害理解、本人の障害認識を深めていくために有効と考えられる。

「本格的支援の実施」の段階は、家族自身が本人に関わる「介入」の段階として位置づけた。ここで

はさらに、職リハ専門家からの指示に基づき、家族が本人に支援を行う「指示的介入」と、家族が自発

的に本人に支援を行う「自発的介入」に分けた。この段階では、前段階までに高次脳機能障害に関する

知識を得た家族が、日常生活において主体的に本人と関わる中で、家族が本人の支援者となるよう、職

リハ専門家が支援することが必要である。

「本格的支援の実施」の「指示的介入」段階では、家族を支援者に育てるための取り組みとして、職

リハ専門家の指示により、家庭でのホームワークを行うことから始まる。職業リハビリテーションにお

ける家庭での支援の一例として、就職時にも活用可能な補完手段の確立を目指して行うことが挙げられ

る。例えば、記憶の補完手段であるメモリーノートを般化するために、職リハ専門家は、家族に対して

意識して課題を出してもらい、正確に行動したか、記入行動や参照行動は確立したか、行動記録を正確
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に行えているか等の視点で確認するようにする。これらの課題は、当初は職リハ専門家が指示し、日常

生活場面で家族が主体となり取り組むような設定となる。

このような職リハ専門家からの指示の基での取り組みから、家族支援の次段階である「自発的介入」

では、家族が自発的に本人支援を行うことが目標となる。この段階では、職リハ専門家から家族への直

接的な指示は少なくなるものの、職リハ専門家は、家族の支援状況、家族が考えた工夫等について確認

することにより、家族が本人の支援者として自発的に機能しているかを把握していく。また、このよう

な確認をする中で、新たな課題が生じていないかを確認することも必要である。

職業リハビリテーションにおける家族支援プログラムは、「情報収集」「課題把握・調整」「目標と課

題の共有化」の段階における家族への「体験的教育」、「本格的支援の実施」の段階における家族への

「指示的介入」、「自発的介入」とし、各段階で必要とされている支援内容を整理した。また、障害認識

や障害理解の深まりの目標として①～⑧を挙げ、障害についての考え方を聴き、補完手段の受け入れ状

況を観察する等により、障害認識、障害理解の深まりを図ることを提案した。

本プログラムでは、家族同席を基本とした情報の共有化が重要である。また、情報の共有化は、言葉

のみの情報共有に留まらず、補完手段等の使用により作業遂行力が向上する等の成功体験も含めた情報

を共有することが重要である。このような成功体験を本人、家族、職リハ専門家が共有し、蓄積し、家

族がよいイメージを持てることが、家族が本人を支援していくための、その後のよりよい発展に繋がる

といえる。

２　職業リハビリテーションにおける家族支援の効果について

本研究の結果から、「情報収集」、「課題把握・調整」、「目標と課題の共有化」の支援の初期段階にお

ける「職業リハビリテーションにおける障害認識、障害理解の過程」は、家族の障害理解と本人の障害

認識にはその深まりの違いが認められた。つまり、「職業リハビリテーションにおける障害認識、障害

理解の過程」において、家族は本人より高いレベルを推移しており、家族の障害理解がより深まった状

況が示された。これは、家族が本人より障害を客観視でき、多くの脳損傷者は認知障害を有していると

考えられるため、家族が本人と同じ体験を提供された場合、家族の方が学習が進みやすいのであろう。

したがって、支援の初期段階で障害理解が深まる家族を職リハ専門家が支援し、支援の後半では職リハ

専門家と家族が一致した方向性で、訓練場面だけでなく、日常生活場面においても本人支援を行うこと

は、本人の障害認識を促す上で効果的といえる。

職業リハビリテーションにおける家族支援プログラムの支援における「体験的教育」「指示的介入」

「自発的介入」は、医学的リハビリテーションにおいては、「知識教育」「介入」として取り組まれてお

り、その効果も実証されている（Louise, 1995）。また、本研究においても、支援の最終段階において、

補完手段の工夫が見られたこと、障害理解の深まった発言が見られたこと等により、「知識教育」から

「介入」という方法の効果が窺われ、家族が本人の支援者としての役割を確立したといえる。

本研究における事例数は３事例と限られており、終章第１節で提案した、職業リハビリテーションに
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おける家族支援プログラムの効果を検証するまでには至らない。しかし、本研究で取り上げたAさん、

Bさんは、「支援の段階」、「職業リハビリテーションにおける本人の障害理認識、家族の障害理解の過

程」において、その共通性が認められた。Cさんは途中経過ではあるが、「職業リハビリテーションに

おける本人の障害認識、家族の障害理解の過程」におけるグラフから、今後は徐々に同様の過程を辿る

ことが推測される。したがって、今後は事例を蓄積し、本研究における方法の効果を検証することが必

要である。

第２節　職業リハビリテーションにおける家族支援を円滑に行うために

本研究では、職業リハビリテーションにおける家族支援についての取り組みを行ってきた。その結果

を踏まえ、職業リハビリテーションにおける家族支援を円滑に行うためには、以下の３点の必要性が挙

げられる。

・職業リハビリテーションにおいて、家族を本人の支援者に育てる視点が必要である。

職業リハビリテーションでは、就職や復職を目指す対象者へのサービスを行っている。就職等による

社会参加をしていく場合、リハビリテーションにおける状況よりもストレス、疲労が蓄積し、障害によ

り様々な課題が生じると思われる。したがって、家族が本人を支援する役割が確立されるかどうかは、

本人の継続し、安定した職業生活を維持する上で重要な点であり、職業リハビリテーションにおける家

族支援の必要性を現している。家族を支援者にすることの必要性は、永井ら（1999）において指摘され

ているが、職リハ専門家においても、家族を本人の支援者に育てる視点が必要である。

・本人の障害認識を深めると同時に、家族の障害理解を深めることが必要である。また、その取り組み

は、職業リハビリテーションにおける初期段階で行うことが効果的である。

適応的な職業生活を送るために、職業リハビリテーションにおいて、本人の障害認識を深めることは

必要である。また、家族を本人の支援者として確立するということは、本人の正しい行動のきっかけを

作るような行動を取れること、本人の正しい行動に対して適切なフィードバックを行うことができるこ

とである。したがって、家族が適切な行動を取るには、家族の障害理解を深めることが必要である。家

族の障害理解は、職業リハビリテーションにおける支援の初期段階で深まることが示唆されているため、

インテーク、作業場面、作業結果等のフィードバックなどには家族に同席してもらい、体験的な知識教

育を行うことや、情報を共有化することが重要である。

・職業リハビリテーションの移行前の関係機関が、家族、本人に、職業リハビリテーションの目的、必
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要性を説明することは、効果的、効率的な職業リハビリテーションの実施において重要である。（家

族がその役割を担う可能性もある）

職業リハビリテーションでの限定された期間において、家族や本人を支援し、家族の障害理解や本人

の障害認識を深める取り組みをより効果的、効率的に行うには、職業リハビリテーション来所前の医学

的リハビリテーション等の段階における専門家の取り組みが重要である。職業リハビリテーション来所

前に、本人と関わりのある専門家が、職業リハビリテーションに関する情報提供に留まらず、その目的

や必要性を家族、本人に説明した上で利用してもらうことにより、職業リハビリテーションでの円滑な

サービスを行うに当たって効果的といえる。また、職業リハビリテーション来所前に、家族が本人の支

援者として機能している場合は、専門家の役割を家族が代わって行うことも可能である。しかし、家族

の負担を考えると、家族がその役割を担うのではなく、専門家がその役割を担うことが望ましいであろ

う。

第３節　今後の展望

本研究では、職業リハビリテーションにおける家族支援のあり方について検討をし、職業リハビリテ

ーションにおける家族支援プログラムの試案を提示した。

本研究で提示した支援の内容の妥当性については、さらに多くの事例が必要であるが、例えば、地域

障害者職業センターの職業評価から職業準備支援事業による模擬的職場で訓練を行い、その後職場適応

援助者（ジョブコーチ）による支援事業等を活用し、就職をした事例を検討することで、現場において

実証される可能性がある。また、このような一連のサービスを活用した事例を蓄積することにより、職

業リハビリテーションにおいて不可欠である事業所への取り組みについても、深く言及することができ、

より発展的な職業リハビリテーションにおける家族支援プログラムが提案できるであろう。

なお、本研究では、高次脳機能障害者を対象として研究を進めたが、地域障害者職業センターでは、

様々な障害の方が来所している。そのため、本研究における提案について、今後は、高次脳機能障害以

外の障害への対応可能性も検討する必要があると思われる。
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